
【研究の概要】 
　 友人とのふとしたおしゃべりの中で，私たちはどのようにふるまっているのでしょうか．ちょっとした視線の配り
方，身振り手振り，声の高さなど，一つ一つが私たちのおしゃべりを自然なものにしています．本研究では，複数
のカメラで多人数での会話を収録し，それらを分析する環境を構築しています． 
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人間が当たり前に行うしぐさ 

本研究がもたらすものは？ 

データ作成の具体例 

アニメの説明場面．あるキャラクターになりきって物語を説明．人間は会話中，ごく自然に「他者」を演じ，本人も気づ
かないうちにジェスチャーします．聞き手も話者のジェスチャーがキャラクターのものであることを知っています．会話の
中では，このような「仮想的な行為」がしばしば見られます．我々の研究チームでは，このような会話で自然に行われるし
ぐさ（ジェスチャー，話し手が誰を見ているか，聞き手が誰を見ているかなど）を記録し，人がどのようにそれを行ってい
るかを分析しています． NTT包括協定研究：多人数インタラクションコーパスの構築と分析 
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他者を演じる 
アニメのキャラクターを演じてい
る．手招きするジェスチャーはそ
のキャラクターの行為．他の参与
者もそれを理解し，話者の方に近
づいたりしない．会話では「地の
文」と「セリフ」が入り混じるた
め，発話の構造理解が難しい． 

これは命令
じゃないな	


prep(準備)	
ジェスチャー：	
 str(ストローク)	
 ret(復帰)	

視線：	
 参与者D	
  	

発話：	


A	
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C	
 D

うちっとこっちきょれるならきてみろよみたいな(h)	


ジェスチャーは構成部分ごと，視線は誰への視線か，発話は笑い声の息なども含めて聞こえたままを記録． 
開始時間と終了時間も記録されるので，ジェスチャー，視線，発話がどのように対応しながら構成されているか分かります． 
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発話だけでなく，視線やジェスチャーについても緻密に記録することで，どのように
発話が組み立てられているかや，モダリティー間の連携がどのように行われているか
が分析可能となります．このような分析を行うことで，我々にとって暗黙になされて
いる「発話の理解」がどのようなプロセスを通じて実践され，その場にいる人たち
に共有されているのかが明らかになるでしょう．これは人間との共生を目指すロボッ
トのデザインにとっても有用な知見となるかもしれません． 


